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Ⅰ 予算の概要



公共事業関係費（政府全体）の推移（一般会計ベース）

3出典：平成３１年度国土交通省・公共事業関係予算のポイント[平成30年12月財務省]をもとに作成

公共事業関係費の推移
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公共事業関係費（政府全体）の推移

出典：平成３１年度国土交通省・公共事業関係予算のポイント[平成30年12月財務省]



令和元年度 国土交通省関係予算概要 （全国）

２か年国債
２，０９９億円

ゼロ国債
１，０９５億円

5

H31年当初予算
H30.12.21閣議決定

国土交通省関係予算 国費総括表



平成３1年度予算決定概要[平成30年12月国土交通省]

○一般会計 公共事業関係費（国費） ５兆９，６６３億円（対前年度１．１５倍）【７，１５３億円】

Ⅰ．被災地の復旧・復興

○インフラの整備 2,090億円

Ⅱ．国民の安全・安心の確保

○「水防災意識社会」の再構築に向けた水害対策の推進 6,030億円（1.52）【うち臨時・特別の措置1,626億円】

○南海トラフ巨大地震・首都直下地震対策等の推進 2,521億円（1.46）【うち臨時・特別の措置971億円】

○災害時における人流・物流の確保 4,318億円（1.35）【うち臨時・特別の措置1,275億円】

○将来を見据えたインフラ老朽化対策の推進 4,882億円（1.09）

○地域における総合的な防災 ・減災対策、老朽化対策等

に対する集中的支援（防災・安全交付金） 13,173億円（1.18）【うち臨時・特別の措置2,767億円】

Ⅲ．力強く持続的な経済成長の実現

○効率的な物流ネットワークの強化 3,699億円（1.10）

○国際コンテナ戦略港湾等の機能強化 874億円(1.03)

○地域の基幹産業の競争力強化のための港湾整備 125億円(1.03)

○成長の基盤となる社会資本整備の総合的支援

（社会資本整備総合交付金） 8,713億円（0.98）【うち臨時・特別の措置350億円】

Ⅳ．豊かな暮らしの礎となる地域づくり

○道路ネットワークによる地域・拠点の連携【再掲】 2,867億円（1.04）

■ 予算概要（主要項目）
※国費（対前年度倍率）
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みず

国土交通省 令和元年度予算概要（平成３０年１２月２１日閣議決定）

【うち臨時・特別の措置】
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※ 北陸地方整備局（港湾含む）の予算推移
※ 調整費、推進費、及び災害関連を含まない

（億円）

北陸地方整備局（直轄）の予算の推移

（事業費）

当初予算

補正・予備費

2,143 2,080 1,984 1,940 1,913 
2,022 2,081 1,985 1,888 

1,379 1,381 1,465 
1,355 1,403 1,350 1,350 1,373 1,356 
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治 水 47,806                     68,586                     1.43              3,001                    

海 岸 3,855                                            4,871 1.26              -                          

道 路 74,350                     90,116                     1.21              6,980                    

港 湾 6,989                      8,635                      1.24              590                      

空 港 1,043                      681                         0.65              -                          

都 市 水 環 境 整 備 509                         518                         1.02              -                          

国 営 公 園 等 948                         1,057                      1.11              -                          

官 庁 営 繕 143                         411                         2.88              -                          

合 計 135,644                   174,873                   1.29              10,571                  

  ※ 1.工事諸費等は除く。
　※ 2.計数はそれぞれ四捨五入しているため端数において合計とは一致しないものがある。
　※ 3.ゼロ国債とは、当該年度の支出はゼロであるが、年度内に契約発注が可能となる国庫債務負担行為。

 国庫債務負担行為
(ゼロ国債）
［H31-32］

 平成30年度
（A）

区分
 平成31年度

(B)
 伸率

(B)/(A)
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北陸地方整備局（直轄）の令和元年度予算

【直 轄：事業費】 （単位：百万円）



治 水 5,242                      15,864                     3.03              -                          

道 路 8,162                      15,423                     1.89              -                          

港 湾 986                         985                         1.00              -                          

住 宅 対 策 5,659                      3,029                      0.54              -                          

市 街 地 整 備 2,963                      4,755                      1.60              -                          

道 路 環 境 整 備 -                             5,780                      -                  

交 付 金 230,036                   259,363                   1.13              -                          

合 計 253,048                   305,199                   1.21              -                          

※1.社会資本総合整備の事業費は配分する国費をもとに推計したものである。
　 2.計数はそれぞれ四捨五入しているため端数において合計とは一致しないものがある。
　 3.道路環境整備は、連続立体交差事業関係の予算。

 国庫債務負担行為
(ゼロ国債）
［R元-R２］

 平成30年度
（A）

区分
 令和元年度

(B)
 伸率

(B)/(A)

【補助・交付金：事業費】 （単位：百万円）

北陸地方整備局（補助・交付金）の令和元年度予算
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Ⅱ 主要事業



〇信濃川下流域では、平成２３年７月新潟・福島豪雨出水において本川の保明新田から五十嵐川合流点
までの区間で計画高水位（HWL）を超過し、危険な状態となったことから、洪水時の水位を低減し、洪水
の安全な流下を図るため、河道掘削を実施します。
〇平成２８年より実施している三条市栗林、大島地区について、｢防災・減災、国土強靱化のための３か
年緊急対策｣の一環として、河道掘削を強力に推進し、今年度末完了を目指します。
〇これにより平成２３年７月新潟・福島豪雨出水を安全に流下させることが可能となります。

平成23年7月 新潟・福島豪雨
信濃川・支川五十嵐川の合流点付近での出水状況

JR燕三条駅周辺の浸水状況

JR燕三条駅

a
a

：浸水想定区域（計画規模）

← 栗林地区

JR燕三条駅

大島地区

三条燕IC

至 新潟市

至 長岡市

三条市
燕市

三条市役所

©Google

弥彦線信濃川橋梁

石上大橋

38.5k

38.0k

39.0k

39.5k

大島地区

A A’

信
濃
川

栗林地区

大島地区河
道掘削

栗林地区
河道掘削

位 置 図

新潟県三条市栗林・大島地先

現況

掘削後

ＨＷＬ Ｈ２３．７出水時の水位

掘削後の水位

河道掘削を実施することで、水
の流れる断面積広げ、洪水時
水位を低下させる。

掘削イメージ（A-A’断面）

河道掘削の推進

令和元年度の事業内容

にいがた さんじょう くりばやし おおじま

く り ば や し お お じ ま

ほ み ょ う し ん で ん い が ら し

信濃川下流河川改修（栗林・大島地区）
く り ば や し お お じ ま
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信濃川流域

⚫大河津分水路は、河口部において洪水を安全に流下させる断面が不足。戦後最大規模（昭和56年8月）の洪水が流下した
場合、分水路上流の長岡市付近まで計画高水位を超過
⚫水位上昇の影響で氾濫が想定される区域には、新潟市、長岡市、燕市などが位置
⚫大河津分水路改修により、分水路を拡幅することで、戦後最大規模の洪水に対して、家屋の浸水被害の防止又は軽減
※大河津分水路は、信濃川上中流部の洪水を日本海にバイパスして新潟市街地等を洪水氾濫の危険性から守る人工河川

位置図

S56年8月洪水 小千谷市元町

洪水 信濃川中流部における家屋浸水被害

S56年8月洪水 床上浸水1,446戸 床下浸水1,502戸

H23年7月洪水 床上浸水 229戸 床下浸水 689戸

近年の災害

H23年7月洪水 魚沼市下島

戦後最大規模（昭和56年8月）の洪水に対して、家屋浸水被害の防止又は、軽減

全体事業費：約1,200億円（一般河川改修（大規模））
事業期間 ：H27～R14（18年間）

事業の効果

平成23年7月洪水では大河津可動堰の上流で計画高水位を超過

新潟市

長岡市

大河津
分水路

計画高水位
超過区間

（約23km）

燕市

大河津橋

渡部橋

大河津
可動堰

大河津
洗堰

ＪＲ越後線

信
濃
川

日本海

だいにとこがため

第二床固改築

山地部掘削

低水路掘削
7.4k

大河津分水路

のづみばし

野積橋架替

川幅約310m

計画高水位＋13.061
DL=0.00

約100m拡幅

山地部掘削及び野積橋架替の推進・第二床固改築などの推進

Ｒ１年度の事業内容
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信濃川河川改修（大河津分水路）

事業概要



砂防堰堤群

砂防堰堤群

保全対象

 

高棚川

信濃川

魚野川

信濃川下流水系砂防（高棚川砂防堰堤群）

信濃川下流水系魚野川支川高棚川は、平成23年7月新潟・福島豪雨によって発生した崩壊土砂により、不安定な土砂・流木が大

量に発生・堆積している土石流危険渓流である。今後の降雨により不安定土砂・流木が流出し、下流保全対象が被災する危険性
が懸念されることから、砂防堰堤等を整備し、下流保全対象の安全を確保し、再度災害を防止する。

新潟県

N

高棚川砂防堰堤群

に い が た

こ うだなかわ

荒廃状況

平成23年新潟福島豪雨
流木発生状況

高棚川砂防堰堤群事業概要
高棚川は、魚野川右支川であり新潟県補助砂防で事業を行ってきたが、平成

23年7月新潟・福島豪雨によって、既設3基の砂防堰堤が満砂となり約37万ｍ3
の不安定土砂が渓流内に堆積した。

今後、不安定土砂が流出し、登川及び魚野川本川まで達する恐れがあり、保
全対象である下流域の民家や国道等に甚大な被害を及ぼす懸念があることか
ら、高棚川において直轄事業に着手し、砂防堰堤等の整備を進めている。

既設砂防堰堤
（新潟県補助砂防）

高棚川

平成23年7月新潟福島豪雨
既設砂防堰堤土砂捕捉状況

高棚川砂防堰堤群の事業促進を図る。

Ｒ１年度の事業内容

平成23年7月新潟福島豪雨
被災状況 堰堤計画箇所（高棚川上流砂防堰堤） 13



新潟港海岸（西海岸地区）直轄海岸保全施設整備事業

〇明治以降、海岸周辺の各種工事等により土砂の供給が減少。昭和61年までに海岸線が最大350m後退。
また、侵食が継続した結果、昭和20年代から測候所水没等の被害が生じる。

〇抜本的な侵食対策のため、昭和61年から国直轄事業として、砂浜で波のエネルギーを吸収する面的防護
工法（潜堤、護岸＜養浜＞、突堤）により整備。砂浜の回復にあわせて、ビーチイベントが開催される
など地域活性化にも寄与。

〇平成３１年度は、護岸＜養浜＞、突堤の整備を推進します。

海岸線が最⼤350m後退

●
新潟測候所

整備状況（平成28年11⽉）

潜堤

突堤

⾯的防護のイメージ

ビーチイベント（ビーチライフ in 新潟）

潜堤養浜

砂の横移動を抑制

養浜を安定

昭和12年頃の新潟測候所

約100ｍ

昭和30年頃の新潟測候所

約50ｍ

明治２３年頃の地形図と昭和６１年の航空写真の重ね合わせ

整備延⻑ ２，５４０ｍ

養浜＜養浜＞

昭和６１年の海岸線
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0 0.5km 1.0km 1.5km

【標準断面図】

土工部 トンネル部

単位：ｍ 単位：ｍ

写真② 対向車すれ違いのため狭小ﾄﾝﾈﾙ入口で
停車する大型車

芝原トンネル

しばはら至 東京

至 新潟市

写真① 登坂不能車発生状況（湯沢町三俣）

至 東京

至 新潟市

登坂不能車

三俣防災 延長2.6km
みつ また

起
点

南
魚
沼
郡
湯
沢
町
三
俣

み
な
み
う
お
ぬ
ま

ゆ
ざ
わ
ま
ち

み
つ
ま
た

事前通行規制区間（神立） 延長6.2km

連続雨量180mm
雪崩の発生が予想されるとき

かんだつ

N

新潟県南魚沼郡湯沢町
ゆ ざ わ ま ちみなみうおぬまにいがた

至

東
京

至 新潟市

至

東
京

道の駅

みつまた

湯沢IC
ゆざわ

湯沢町役場
ゆざわまち

八木沢トンネル
芝原トンネル

にいがた

やぎさわ

しばはら

延長 615m
延長 201m

終
点

南
魚
沼
郡
湯
沢
町
神
立

ゆ
ざ
わ
ま
ち

か
ん
だ
つ

み
な
み
う
お
ぬ
ま

延長 270m

計画トンネル

延長 1.450m

計画トンネル

写真①
写真②

○ 国道１７号三俣防災は、事前通行規制区間(連続雨量180mm)の解消及び急勾配区間における
登坂不能車の発生や、トンネルの幅員狭小による事故危険区間の解消を目的とする道路。
○ 平成２９年度に新規事業化。令和元年度は地質調査、環境調査、水文調査、用地調査、トンネル

設計等を推進します。

みつまた
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みつまた
み つ ま た

国道１７号三俣防災
みつ また



▲並行する国道７号
【狭隘な現道を通過する大型車】

▲並行する国道７号
【冬の越波】

H24.3.24開通H23.3.27開通

朝日温海道路 延長40.8㎞神林岩船港IC～朝日まほろばIC あつみ温泉IC～鶴岡JCT

延長25.8㎞延長13.3㎞
県境～あつみ温泉IC朝日まほろばIC～県境

延長6.7㎞延長34.1㎞

新潟県
村上市

山形県
鶴岡市

凡 例

供用中区間

事業中区間

対象区間

凡 例

供用中区間

事業中区間

対象区間

凡 例

供用中区間

事業中区間

対象区間

凡 例

供用中区間

事業中区間

対象区間

○ 朝日温海道路は、高規格幹線道路である日本海沿岸東北自動車道の一部を構成し、朝日まほろ
ばIC～あつみ温泉IC間の延長４０．８ｋｍの道路。

○ 災害時の緊急輸送路と速達性の確保、高速ネットワーク形成による第３次救急医療施設へのアク
セス性の向上、日本海側における交流・連携強化が期待される。

○ 令和元年度は、用地買収、埋蔵文化財調査、改良工事及び(仮称)１号トンネル工事を推進すると
ともに、 (仮称)４、１１号トンネル工事、橋梁上下部工事に着手します。

開通済区間
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国道７号朝日温海道路（日本海沿岸東北自動車道に並行）
あ さ ひ あ つ み

事業中区間

▲トンネル掘削状況
【（仮称）１号トンネル】

１号トンネル L=1,007m

４号トンネル
L=約1,200m

１１号トンネル
L=約2,100m

あ さ ひ あ つ み



○ 八十里越は、国道２８９号新潟・福島県境の通行不能区間の解消を目的とする三条市大字塩野渕

～南会津群只見町大字叶津間の延長１１.８ｋｍの道路。

○ 令和元年度は、改良工事、橋梁上下部工事及びトンネル工事を推進します。

福島県施工

延長7.8㎞

新潟県施工

延長1.2㎞ 起
点

新
潟
県
三
条
市
大
字
塩
野
淵

に
い
が
た

さ
ん
じ
ょ
う

し
お
の
ふ
ち

終
点

福
島
県
南
会
津
郡
只
見
町
大
字
叶
津

ふ
く
し
ま

み
な
み
あ
い
づ

た
だ
み

か
の
う
づ

八十里越 延長11.8㎞
は ち じ ゅ う り ご え

福島県

只見町
た だ み ま ち

三条市
さ ん じ ょ う し

新潟県

魚沼市
う お ぬ ま し

只見駅
只見町役場

←

只
見
川

至

三
条
市

至 会津若松市

252

289

通行不能区間 延長19.1km

5号トンネル

4号橋梁

延長665m

延長131m
6号トンネル
延長1,195m

5号橋梁
延長337m

7号トンネル
延長952m

8号トンネル
延長186m

6号橋梁
延長14.5m

9号トンネル

延長3,168m

7号橋梁
延長33m

8号橋梁
延長60m

10号トンネル
延長138m

11号トンネル

延長1,417m

3号橋梁

延長64m

4号トンネル

延長178m

3号トンネル 延長168m

2号橋梁 延長190m

1号橋梁 延長239m

1号トンネル延長733m

2号トンネル延長538m

252

252

289289
至

白
河
市

5号橋梁施工状況

2号橋梁施工状況

構造物名
黒字：未着手
青字：施工中
赤字：完了

国道２８９号 八十里越
は ち じ ゅ う り ご え

17

Ｐ２橋脚
Ｐ１橋脚 Ｐ３橋脚

至 新潟 至 福島

Ａ２橋台

至 新潟

至 福島

■八十里越　大規模構造物の進捗状況

うち完成 うち着手済 令和元年 未着手

橋梁 １０橋梁 ５橋梁 ３橋梁 (継続３橋梁） ２橋梁

トンネル １１箇所 ７箇所 ２箇所
２箇所着手

(継続２箇所)

全数

A橋梁 延長23m

B橋梁 延長49m

はちじゅうりごえ にいがた ふ く し ま さんじょう し お の ふ ち

みなみあいづ た だ み ま ち か の う づ
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国道２５３号上越三和道路
じ ょ う え つ さ ん わ

上越三和道路 延長7.0km

起
点

上
越
市
寺

じ
ょ
う
え
つ

て
ら

終
点

上
越
市
三
和
区
本
郷

じ
ょ
う
え
つ

さ
ん

わ

ほ
ん
ご
う

上
越
市
鶴
町

じ
ょ
う
え
つ

つ
る
ま
ち

(2/4)

寺IC
てら

（仮称）

三和IC
さんわ

18

富岡IC
とみおか

四ヶ所IC
しかしょ

405

上越IC
じょうえつ

三和安塚道路 延長９ｋｍ

事業主体：新潟県

寺ICより十日町市方面を望む

じょうえつ さんわ

じ ょ う え つ さ ん わ て ら さ ん わ ほん ごう

平成31年3月24日 開通
延長3.0km

○ 上越三和道路は、上越魚沼地域振興快速道路の一部を構成する上越市寺～同市三和区本郷間
延長7．0kmの道路。

○ 冬期を含めた安全性・信頼性を確保し、高規格幹線道路との連携により広域的な交流を促進し、
地域の活性化に大きく寄与することが期待される。

○ 平成３１年３月２４日に、上越市寺～同市鶴町間（延長３．０ｋｍ）が暫定２車線にて開通。
○ 今年度は、埋蔵文化財調査、改良工事等を推進します。

て ら つるまち

H31.3.24 寺IC～鶴町IC開通式の様子

門田新田IC
もん でん しん でん 鶴町IC

つるまち 至 十日町市

至 上越市街地



新潟港（西港区）航路泊地浚渫

新日本海フェリーターミナル

●新潟と敦賀・秋田・北
海道を結ぶ。
●フェリー４隻が就航。
●平成29年は約11万
人が利用。

佐渡汽船ターミナル

佐渡航路（新潟～両津）は、
「国道350号」に指定。

●人口6万人の佐渡
を支える重要な航路。
●カーフェリーが５～７
便/日、ジェットフォイル
が５～９便/日で運航。
●平成29年は、約
121万人が利用。

浚渫の実施

ドラグサクション浚渫船「白山」

●航路水深を確保す
るため、年間を通じて
浚渫を実施。
●年間実施している
約80万m3の浚渫の
うち、
約60万m3を「白山」
が担う。

○新潟港西港区は、古くから信濃川河口に発達して市街地に近接し、北海道等への長距離フェリー航路
や、佐渡島への離島航路を中心とした交流拠点であるとともに、背後に立地する企業の物流を担って
いる。

○長距離フェリー航路や佐渡航路の水深を確保し、港を利用する企業の活動を支えるため浚渫事業を
実施している。

○令和元年度は、航路泊地整備を推進します。
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＜概 要＞
○ 新潟駅周辺の約２．５ｋｍの鉄道を高架化することにより、県都新潟市の陸の玄関口として環日本海の中枢拠点都市にふさわし

い都市機能の強化のため、踏切除去（２箇所）による踏切事故の解消、都市内交通の円滑化、さらには、鉄道で分断された市街
地の一体的面整備を総合的に行う事業である。

○ 平成２３年度に駅仮ホームの新設工事及び電車留置線の高架橋工事に着手、平成３０年４月１５日に第一期開業し、２か所の踏
切が除却されるとともに、新幹線と在来線特急（いなほ）の同一ホーム乗り換えが可能となった。

＜計画内容＞
・事業主体： 新潟市
・対象路線： ＪＲ信越本線等
・延 長： ２．５ｋｍ
・事業着手： 平成１８年度
・供 用： 平成30年４月15日 越後線高架化完成

（高架駅第一期開業）
平成33年度 高架駅全面開業予定

新潟駅 将来断面図

７６５

新潟駅 現在断面図

１ ２ ３ ４

上
越
幹

番

11

１

上
越
幹

番

11

２ ３ ４ ５１

万代広場

新潟駅付近連続立体交差事業
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在来線 新幹線

新幹線と在来線の乗換ホーム



外観イメージ

＜ 下越森林管理署村上支署 新築事業 ＞

■計画概要■
建 設 地 新潟県村上市緑町3-1-13

規模構造 庁舎 木造 ２階建 延べ床面積 436㎡
車庫 木造 平屋建延べ床面積 108㎡

入札予定 令和元年度 第2四半期

■重点整備項目■
１．武家屋敷・町屋をイメージした外観の木造庁舎整備
２．フレキシビリティに配慮した大空間の事務室や会議室
３．ユニバーサルデザインに配慮した施設

【野生トキ観察施設 外観イメージ】

野生トキ観察施設

野生復帰ステーション敷地内

ガイダンス広場、
アプローチ園路

＜トキ保護センター野生トキ観察施設 新築事業＞

■計画概要■
建 設 地 新潟県佐渡市新穂正明寺1277番地
観察施設 延べ床面積 162㎡

鉄骨造一部木造 地上2階建
工 期 平成30年11月29日～令和元年8月上旬（予定）

■重点整備項目■
１．トキとその生息環境を観察できる施設づくり
２．周辺環境に配慮した施設
３．安全安心に利用できる広場や園路の整備
４．野生のトキを観察したいという要望の達成

新潟県内の主要事業（営繕）

（環境省支出委任事業） （農林水産省支出委任事業）

村上駅

下越森林管理署村上支署

【位置図】

【下越森林管理署村上支署 外観イメージ】

Ｎ
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○神通川は県と富山市を貫流する河川であり、特に富山市の右岸側の背後地には市街地・公共施設・主要交通
網を抱える重要な地域となっています。

○当該地区は、堤防の高さや幅が不足している弱小堤防区間になっていることに加え、急流河川であり、侵食に
より、堤防が決壊に至る危険性があります。

○このため、富山市街地を洪水氾濫から守るため、堤防のかさ上げ、拡幅等、河川改修を重点的に行います。

【県都富山市街地中心部を洪水から守る『富山市街地重点防御築堤事業』の着手】

神通川河川改修
じんづうがわ

富山駅

富山市街地

北陸新幹線
あいの風とやま鉄道

富山城
富山市役所

富山県庁

神通川

井田川

熊野川堤防等整備予定箇所（L=約3,700m））

富山河川国道事務所

富山県美術館
富岩運河環水公園

松川

主要地方道富山・小杉線
（県道44号）

主要地方道富山・小杉線
（県道62号）

神通大橋観測所

新神通川大橋→

平成30年7月豪雨時の状況（7月6日）

↓新神通大橋

←神通大橋

平常時の状況

↓新神通大橋

富山市街地重点防御築堤事業の着手
（堤防整備に着手）

Ｒ１年度の事業内容

堤防の状況

現況堤防断面

計画堤防断面

幅不足

高さ不足

整備断面図

高さの確保
幅の確保

既設堤防

▼計画高水位
宅地側

河川側
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と が

○場所 富山県南砺市（庄川水系利賀川）
○目的 ・洪水調節；利賀ダム地点の計画高水流量770m3/sのうち、500m3/sの洪水調節を行う。

・流水の正常な機能の維持；庄川本川および支川利賀川の既得用水の補給を行う。
・工業用水の供給；庄地先において、新たに１日最大8,640m3の取水を可能にする。

○諸元 堤高；112ｍ 総貯水容量；3,110万m3 ○総事業費 約1,150億円
石川県

岐阜県

富山県

日本海

利賀ダム

庄川

福井県

利賀川

位置図位置図

天端高 標高
439m

堤高
112m

利賀ダムの諸元

堤頂長 約232m

堤体積 約 57万m3

集水面積
約95.9km2

貯水面積 約
1.1km2

利賀ダムの諸元

23

利賀ダム建設事業
と が

（砺
波
方
面
）

（岐
阜
方
面
）

桂沢ダム
（S32年完成）

河床進入トンネル

パイロット道路

利賀ダム

平成３０年度着手工事箇所
平成３１年度着手工事箇所

転流工関連（河床進入トンネル）工事（平成29年5月撮影）

凡 例

２０１８年度工事完了箇所

２０１９年度工事実施箇所

２０２０年度以降工事予定箇所

２０１７年度迄工事完了箇所

２０１９年度工事実施箇所

２０１８年度工事完了箇所

利賀ダム
一般国道471号

一般国道156号

付替市道

９ 利賀ダム豆谷舗装他工事

利賀大橋（367m）

岩淵橋（67m）

シクルビ谷橋（110m）

豆谷大橋（259m）

10 利賀ダム
喜三郎谷整備他工事

６ 利賀ダム転流工パイロット道路工事

７ 貯水池法面進入路整備工事

利賀トンネル（河床進入）工事
[2019～2022]

５

11 利賀ダム工事用道路他維持修繕工事

下島大橋（192m）

２００３年度水没家屋
全戸移転完了
（全３家屋）

８ 利賀ダム豆谷橋梁上部その２工事
[2014～2018]

利賀湖面橋（348m）

１
利賀ダム工事用道路１工区
取付部他工事

松谷橋松谷橋

４ 利賀ダム河床進入トンネル工事
[2018～2021]

２
利賀ダム庄川橋梁上部工事
[2014～2018]

10

長崎橋（72m）

利賀大橋（367m）

※利賀大橋・長崎橋を含む約７００m区間は、２０１８年１０月１４日に一般供用済み。

３
利賀ダム工事用道路
ウシクルビ谷橋上部受託工事
[2017～2019]

Ｈ３１年度の事業内容

転流工関連工事、工事用道路工事等を実施



う さ ぎ だに

兎谷砂防堰堤群

ゆ か わ

湯川上流砂防堰堤群

く わ た に

桑谷上流砂防堰堤

し ん ゆ

新湯砂防堰堤群

あ り み ね かりゅうさが ん

有峰下流左岸山腹工

あ り み ね

有峰地区渓岸対策

まが わ

真川第3 号砂防堰堤

た き だ に

滝谷砂防堰堤群

だ し わ ら だに

多枝原谷下流砂防堰堤群

じ ょ う がんじが わちゅうりゅういき

常願寺川中流域砂防堰堤補強対策

じ ょ う がんじが わ

常願寺川中流域斜面対策

まが わ

真川上流砂防堰堤群

サブ谷砂防堰堤補強対策

な か ごや

中小屋砂防堰堤群

し ょ う みょうがわ

称名川砂防設備改築
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常願寺川水系直轄砂防

常願寺川流域は、脆弱な火山噴出物と、約１５０年前（安政５年）に発生した大地震により鳶山の崩壊土砂が、上流域に不安定
な状態で堆積しており、大規模な出水が発生した際は、富山平野の沿川地域に甚大な被害が発生することが懸念されるため、直
轄砂防事業により流出する土砂の影響に起因する流域内、下流域の土砂氾濫及び洪水氾濫から家屋、国道、鉄道を保全する。

多枝原平を襲った土石流

■昭和44年災害に発生した土石流

北陸自動車道

国道８号

富山市街
JR北陸本線

鳶山崩れ

安政５年の大災害における推定氾濫状況と

保全対象（富山市）及び国の基幹となる

重要交通網との位置図

氾濫区域の凡例

3月10日の氾濫区域

4月26日の氾濫区域

（3月10日と重複）

4月26日の氾濫区域

氾濫区域の凡例

3月10日の氾濫区域

4月26日の氾濫区域

（3月10日と重複）

4月26日の氾濫区域

直轄砂防区域

■鳶崩れ
１８５８年（安政５年）に 発生した飛越地震に大鳶・小鳶山

の大崩壊により多量の土砂が流出した。
これらの土砂は立山 カルデラ内に不安定な状態で残って

いると言われており、現在でも富山市などに大災害をもた
らす危険性がある。

荒廃著しく土砂流出が

顕著な湯川上流域

■立山カルデラにおける湯川上流域の位置図

湯川上流域は荒廃が著しく、土石流の発生源となって
いることから、重点的な対策の実施が必要。

事業内容 ：
砂防堰堤、渓流保全工、山腹工

Ｒ１年度実施箇所 計15箇所



延長 1.8km富
山
県
小
矢
部
市
桜
町

と
や
ま

お

や

べ

さ
く
ら
ま
ち

富
山
県
小
矢
部
市
芹
川

と
や
ま

お

や

べ

せ
り
か
わ

H27開通

延長 0.7km

高岡市小矢部市

小矢部東部産業団地
８

８

８

小矢部地区交通安全対策事業

西中野交差点

ﾒﾙﾍﾝおやべ交差点

芹川東交差点

至 高岡市

至
金
沢
市

○ 国道８号の小矢部市芹川～桜町間（延長１．８ｋｍ）における渋滞緩和・事故防止を図る事業。
○ 平成２６年度に新規事業化し、平成２７年度には、小矢部市東部産業団地(大型商業施設)を含む

延長０．７ｋｍの区間の整備を完了。
○ 令和元年度は、橋梁下部工事を推進します。

茅蜩橋 下部工施工状況 25

お や べ

せりかわ さくらまち

国道８号小矢部地区交通安全対策事業
お や べ

写真①

至 高岡市

至金沢市

小矢部市
東部産業団地

小矢部市
東部産業団地

小矢部地区交通安全対策



と が

下新川海岸 海岸保全施設整備事業
し も に い か わ

副離岸堤 L=124m

副離岸堤 L=60m

離岸堤改良 L=58m

入善町下飯野（園家地区）

１．事業概要
○下新川海岸は、冬季風浪が激しく、高波等が越波することにより、大規模な浸水被害や海岸保全施設の被災等、過去幾度と

なく被害が発生している。

○高波等による被害発生の可能性が高い地域であることを踏まえ、家屋連担部において離岸堤等の整備を実施し、早期に
安全性の向上を図る。

２．事業内容

○事業期間 ： 昭和35年度～平成54年度

○全体事業費 ： 1,031億円

○全体計画 ： 離岸堤、副離岸堤 等

３．平成３１年度の実施内容

○入善町園家地区の離岸堤整備等を推進

位 置 図 第３工区 園家地区
そ の け

凡 例

平成27年度まで

平成28年度

平成29年度以降

○水 源：北ノ俣岳（標高2,661m ）
○流域面積：368km2 ○流路延長：56km
○大臣管理区間：21.5km ○流域関係市町：1市1町 富山市、立山町
○流域内人口：約2.8万人 ○想定氾濫区域人口：約26.6万人
○年平均降水量：富山 約2,300mm（S39～H19年） 上市 約3,000mm （S54～H19年）

入善町

片

貝

川

黒

部
川

入善漁港

区域

区域

あいの風とやま鉄道

国
道

8
号

直轄海岸工事施行区域（河川・漁港区域を除く）

河川

区域

石田漁港

区域

河川区域

第１工区第２工区第３工区

入善町

魚津市

境

川

生地
黒部市

魚津市

黒

部
川

北
陸

自
動

車
道

北
陸
新
幹
線

生地

片

貝

川

黒部市

小

川

小

川

朝日町朝日町

境

川

第
６
工
区

第
５
工
区

第
４
工
区

黒部漁港

海底谷

富山県

下新川海岸

平成20年2月低気圧による被害状況

読売新聞社提供

黒部市生地地先入善町芦崎地先
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凡 例

平成３０年度まで

平成３１年度実施

平成３２年度以降



○ 国道４１号猪谷楡原道路は、地域高規格道路「富山高山連絡道路」の一部を構成する、富山市

猪谷から同市楡原に至る延長７．４ｋｍの道路。

○ 国道４１号の事前通行規制区間（連続雨量120mm）解消、幅員狭小による除雪障害解消等が期待
される。

○ 令和元年度は、猪谷橋上部工事及び片掛橋下部工事を推進します。

みつまた

いのたに にれはら と や ま

起
点

富
山
市
猪
谷

終
点

富
山
市
楡
原

庵谷町長大橋
いおりたにまちなが

いおりだに

庵谷トンネル

楡原駅

(仮称)猪谷橋

(仮称)片掛橋

いのたに

かたかけ

と
や
ま

い
の
た
に

と
や
ま

に
れ
は
ら

事前通行規制区間

延長1.6km
(連続雨量120mm、

落石等・雪崩)

事前通行規制区間

延長2.0km
(連続雨量140mm、落石等・雪崩)

猪谷楡原道路 延長7.4km
いのたににれはら

41

道の駅
細入

富山市
と や ま

（仮称）

楡原IC
にれはら

下夕北IC
し た ほ く

至
高
山
市

至
富
山
市
街
地

庵谷町長大橋

至 富山市街地

至 岐阜県

いおりだにまちなが

富山市猪谷より富山市街地方面を望む片掛橋下部（P2）の施工状況
かたかけ とやま いのたに とやま

平成22年11月開通 延長3.0km
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国道４１号猪谷楡原道路
いのたに にれはら

（仮称）猪谷橋

至 岐阜県

至 富山市街地

たかやま と や ま

いのたに にれはら

いのたに かたかけ



○中央ふ頭で取り扱う北米、東南アジアからの輸入木材チップは、ベルトコンベアが設置されている中央
２号岸壁（水深10m）で全量荷卸すところ、船舶の大型化により、同ふ頭で最大水深の中央１号岸壁
（水深14m）で喫水調整を行った上で、中央２号岸壁に接岸する非効率な輸送を行っている。
また、木材チップ船が中央１号岸壁に接岸することにより、他貨物船舶（石油コークス船等）と混雑し
滞船が発生している。

○中央２号岸壁の水深14m化を含むふ頭再編を行うことで、木材チップ船のバースシフト、中央１号岸壁
で発生する滞船及び追加貨物需要によるふ頭用地不足が解消され、効率的な輸送形態が確保される。

○令和元年度は、岸壁の増深改良を推進します。

伏木富山港（新湊地区）中央ふ頭再編整備事業
しん みなと

ベルトコンベア
による荷役

木材チップヤード

木材チップヤード

木材
チップ
ヤード

木材チップ船の
喫水調整および

バースシフトの解消

木材チップの
トラック陸送解消

1号岸壁の混雑
および滞船解消

木材チップ

＜現状＞ ＜増深・ふ頭再編後＞

他貨物船

1号岸壁の混雑
による滞船発生

木材チップ船は喫水調整し、
２号岸壁で荷役

木材チップ 他貨物船

喫水調整後、
ベルトコンベ

アによる
荷役

喫水調整時に
木材チップの

トラック陸送が発生
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＜概 要＞
○ 富山駅付近約１．８km区間の鉄道を高架化し、南北市街地を結ぶ街路の新設や拡幅を行うことで、駅南北間の交通渋滞を解

消するとともに、南北自由通路の整備や路面電車の南北接続などにより、南北が一体となったまちづくりを推進する事業である。
○ 平成２３年度に高架橋工事に本格着手し、平成２７年度には一部高架供用済。平成３１年３月４日にあいの風とやま鉄道富山

駅高架化が完成。

＜計画内容＞
・事業主体：富山県
・対象路線：あいの風とやま鉄道線等
・延 長：１．８ｋｍ
・事業着手：平成１７年度
・供 用：H27年度－あいの風とやま鉄道線（上り線：

石川方面）及びJR高山本線高架化完成
H31年3月4日－あいの風とやま鉄道線

（下り線：新潟方面）高架化完成

完成予想図（富山駅北口）

富山駅 現在断面図 富山駅 将来断面図

３ 下り線高架橋施工

【下り線高架橋の施工】

H31.3.4 下り線（新潟方面）高架化完成

（在来線：２面４線１切欠）

【高架完成後、富山市が南北自由通路・路面電車・北口駅前広場を整備】

北口駅前広場

路面電車 自由通路
南口
駅前広場

H27.4.20 上り線（石川方面）高架化完成

富山駅付近連続立体交差事業

29



外観イメージ

＜ 富山運輸支局 耐震改修事業 ＞

■計画概要■
建 設 地 富山県富山市新庄町馬場82

規模構造 庁舎 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 平屋建 延べ床面積 487㎡
入札予定 令和元年度 第2四半期

■重点整備項目■
１．耐震性能の確保
２．経年劣化が著しい外壁改修を実施

【高岡公共職業安定所 外観イメージ】

野生復帰ステーション敷地内

＜高岡公共職業安定所 新築事業＞

■計画概要■
建 設 地 富山県高岡市向野町4-43-4
敷地面積 2,290㎡
規模構造 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 地上3階建

延べ床面積1,637㎡
工 期 平成30年8月2日～令和元年12月末（予定）

■重点整備項目■
１．窓口官署として来庁者が利用しやすい平面計画の施設
２．地球環境に配慮し、環境負荷低減等に貢献できる施設
３．ユニバーサルデザインに配慮した施設

富山県内の主要事業（営繕）

（厚生労働省支出委任事業） （国土交通省支出委任事業）

【位置図】

【富山運輸支局庁舎外観】

高岡公共職業安定所

Ｎ

【位置図】

富山運輸支局

Ｎ

【配置図】

庁舎

【位置図】
高岡駅

富山駅
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『湊緊急浸水対策プロジェクト』の推進

河道掘削

湊地区掘削イメージ図

掘削土は前腹付盛土に活用

31

1

2

4.0k

0.0k

3.0k

2.0k

5.0k

1.0k

日本海

能美市

川北町

白山市

令和元年度の事業内容

掘削による水位低下

現在の河川で大規模洪水が発生した場合の水位

河川内の掘削後に大規模洪水が発生した場合の水位

平常時の水位

手取川

前腹付盛土

○手取川では、白山市湊地区の流下能力向上（緊急治水対策）のため、河川内の掘削を実施
しています。

○掘削した土砂は、急流河川における侵食対策として、既設堤防の前腹付盛土に利用し、洪
水時における堤防の質的強化を図ります。

○河川内の掘削により、大規模洪水が発生した場合でも、水位を最大で約70cm低下すること
ができます。

北川
手取川 熊田川

西川

①湊地区（白山市）

令和元年度
河道掘削
予定箇所

手取川湊緊急治水対策プロジェクトの推進
（湊地区の河道掘削を推進）

②侵食対策（前腹付盛土）舟場島の事例

手取川河川改修



7.0k

8.0k

9.0k

『水の郷こまつ梯川緊急治水対策プロジェクト』の推進

○梯川では、平成29年に氾濫危険水位を２回、平成30年に避難判断水位を１回超過するなど、
近年頻発する洪水状況を踏まえ、洪水時の水上昇が著しい白江大橋（河口から約６km）よ
り上流の荒木田大橋（河口から約９km）までの一連区間について、『水の郷こまつ梯川緊
急治水対策プロジェクト』として重点的に河川改修を進めています。

○本プロジェクトの推進により、避難指示が発令された平成２５年７月洪水を安全に流下さ
せることが可能となります。

○また、小松市と連携し能美大橋を拡幅し、地域交通の利便性を向上させます。
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梯川河川改修
かけはしがわ

水の郷こまつ梯川緊急治水対策プロジェクトの推進
（能美地区及び白江町地区の堤防整備等を推進）

Ｒ１年度の事業内容

堤防整備完了区間
能美大橋架替

舟場橋架替

至金沢市

至加賀市

埋蔵文化財調査
（古府シマ遺跡）

埋蔵文化財調査
（一針Ｃ遺跡）

堤防整備完了区間

新橋架替

堤防整備区間

旧堤防区間

① 能美地区
（一針町地先）

② 白江町地区
（金屋町地先） ③ 能美地区

④能地区（能美大橋）

樋管改築
梯川

築堤、高水護岸
低水護岸、根固工、河道掘削

旧堤撤去
築堤

高水護岸

河道掘削
低水護岸
根固工

低水護岸
根固工

橋台：１基

橋脚：１基

(新)能美大橋

梯川

梯川

根固工

低水護岸低水護岸

河道掘削

新堤

引堤

旧堤
撤去

能美地区
（右岸側）

白江町地区
（左岸側）

白江町地区・能美地区改修イメージ図

1

2
4

3



大規模
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甚之助谷地区直轄地すべり対策

甚之助谷地すべりは、現在も年間10cmを超える活発な移動が続いており、昭和9年7月11日の手取川大水害時には別当谷（ベット
ウダニ）などでの地すべりによる土砂流出により、下流の白山市白峰（旧 白峰村）などに死者・行方不明者112名という未曾有の被
害をもたらした。

再度災害防止のため地すべり対策を推進し、沿川集落や観光資源である白山へのアクセス道の保全及び手取川ダムの治水機能
の低下を防止する。

中間尾根ブロッ ク

右岸下流ブロッ ク

右岸上流ブロッ ク

左岸ブロッ ク

左岸大規模ブロッ ク

万才谷排水ト ンネル

白山山頂（ 御前ヶ峰）
ごぜんがみね

まんざいだに

万
才
谷

赤
谷

柳
谷

凡 例

： 地すべりブロック

手取川流域

手取川ダム

甚之助谷地すべり対策

万才谷河床にある亀裂から、流水が地下へ浸透し、左岸大規模ブロックの
不安定化の要因となっていることから、万才谷の流水を赤谷へ排水する。

万才谷排水トンネルの概要

万才谷河床の状況

万才谷排水トンネル
まんざいだに

万才谷排水トンネル
トンネル坑内

万才谷排水トンネル
トンネル作業構台（吐口側）

まんざいだに

万才谷排水トンネルの事業促進を図る。

Ｒ１年度の事業内容

じ ん の す け だ に



○ 石川海岸は、冬季風浪等により沖合施設が未整備な箇所で海岸侵食が進んでいるとともに、近年、
高波時には堤防の倒壊や堤防天端の陥没等の被害が発生しています。

○ 背後地には北陸自動車道などの重要交通網のほか、工場などの資産が集積していることから、人
工リーフ等の整備を実施し、早期に安全性の向上を図ります。

侵食・越波対策として、小松工区にて人工リーフ等の整備を推進

令和元年度の事業内容

【事業箇所】
石川県白山市、能美市、小松市、加賀市

【 位 置 図 】

石川海岸

石川県

【近年の被災状況】

直立堤被害状況【小松工区】（H22.1） 緩傾斜（県施設）堤被害状況【小松工区】 （H29.1）

安宅PA

小松鉄工団地

安宅新町
あ た か しん まち

【実施内容】

石川海岸 海岸保全施設整備事業
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ま っ と う

白山IC
はくさん

事 業 中
供 用 済
計 画 中

松任拡幅 延長3.5km
終
点

白
山
市
宮
丸
町

は
く
さ
ん

み
や
ま
る
ま
ち

起
点

白
山
市
乾
町

は
く
さ
ん

い
ぬ
い
ま
ち

157

８

８

E8

至

金
沢
市

至

小
松
市

ま っ と う

白山市役所

松任石川中央病院

至 小松市

至 金沢市

乾東交差点
至 白山IC

○ 松任拡幅は、国道８号のうち白山市内において主要渋滞箇所が連続する渋滞区間の解消と安全

性の向上などを目的とした、白山市乾町～同市宮丸間の３．５ｋｍの道路。

○ 令和元年度に新規事業化。

○ 令和元年度は測量、道路設計に着手。

ま っ と う

は く さ ん いぬいまち み や ま る

は く さ ん
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国道８号松任拡幅
まっとう



う し の や

○ 牛ノ谷道路は、国道８号石川・福井県境部を４車線化整備することで、雪に強い安定的な交通

の確保を図るとともに、事前通行規制区間の解消により信頼性の高い幹線道路ネットワークの

確保を目的とした、石川県加賀市熊坂町～福井県あわら市牛ノ谷間の４．６ｋｍの道路。

○ 令和元年度に新規事業化。

○ 令和元年度は調査設計に着手。

事 業 中
供 用 済
計 画 中

う し の や い し か わ ふ く い

い し か わ か が く ま さ か ふ く い う し の や

牛ノ谷道路 延長4.6km
終
点

福
井
県
あ
わ
ら
市
牛
ノ
谷

ふ
く
い

う

し
の
や

起
点

石
川
県
加
賀
市
熊
坂
町

い
し
か
わ

か

が

く
ま
さ
か
ま
ち

う し の や

加賀IC
か が

E8

牛ノ谷駅

トンネル
延長2,490m

305

至 福井市

至 金沢市

至 加賀IC

※構造物延長については、今後詳細
な設計により変わる可能性あり。

至

福
井
市

至

小
松
市

大聖寺駅

加賀市役所

加賀市
か が

８あわら市

８

異常時通行規制区間
（連続雨量180mm）
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国道８号牛ノ谷道路
う し の や



○ 金沢東部環状道路は、地域高規格道路金沢外環状道路の一部を構成し、金沢市中心部における
交通混雑の緩和を図るとともに、北陸自動車道やのと里山街道とあわせて、広域的な道路ネット
ワークの形成を目的とした、金沢市今町から同市鈴見台に至る延長９．４ｋｍの道路。

○ 令和元年度は、金沢市月浦町～同市神谷内町（延長1.8km）において、改良工事、月浦トンネル

工事等を推進します。

37金沢市神谷内町より金沢市月浦町方面を望む

至 長岡市

かなざわ とうぶ かんじょう かなざわ そと かんじょう

か な ざ わ か み や ち ま ち

かなざわ

かなざわ つきうらま ちかなざわかみやち まち

国道１５９号金沢東部環状道路
かなざわ とうぶ かんじょう

つ き う ら ま ち

Ｈ15.3.24
２車線開通

Ｈ18.4.15
２車線開通

Ｈ16.3.20
２車線開通

Ｈ14.3.21
４車線開通

金沢東部環状道路 延長9.4km 事業主体：国土交通省
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延長1.8km(4/4)延長2.4km(4/4)

金沢駅

金沢東IC
かなざわひがし

金沢森本IC
かなざわもりもと

157

159

159

359
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304

金沢市
かな ざわ

金沢市役所
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附属病院

至
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矢
部
市

至
白
山
市

8

鈴見台
すず み だい

東長江
ひがしなが え

金沢森本ＩＣ
かな ざわ もり もと

神谷内
かみ や ち

梅田
うめ だ

Ｈ24.12.19
４車線開通

Ｈ29.12.9
４車線開通

延長1.8km(2/4)

延長1.3km(4/4)延長2.1km(2/4)延長1.8km(2/4)延長1.8km(2/4)

Ｈ18.4.15
２車線開通

延長2.4km(2/4)

E8

月浦トンネル(上り)
延長1,020m

至 金沢市今町

至 金沢市鈴見台

（仮称）月浦トンネルの掘削状況
つ き う ら

かなざわ い ま ま ち す ず み だ い
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輪島道路（Ⅱ期） 延長6.8km
わ じま

のと里山空港IC
さとやま

特殊通行規制区間

延長1.0km
（法面崩落等）

穴水町
あな みず まち

輪島市
わ じ ま

のと里山空港

249

470

（仮称）

輪島IC
わ じま

輪島市役所

道の駅 輪島
ふらっと訪夢

至

七
尾
市

E41

延長30m

（仮称）

洲衛高架橋
延長198m（上り）
延長199m（下り）

（仮称）
小泉高架橋

延長220m

三井IC橋

延長55m

事 業 中

開 通 済

計 画 中

す え

（仮称）

のと里山空港ＩＣ橋
さ と や ま

（仮称）

鷹ノ巣山トンネル
たか の す やま

起点側延長1,441m
終点側延長951m

（仮称）
猿谷高架橋

延長181m

（仮称）
神田川高架橋

（仮称）
池田川橋

延長163m

延長53m

（仮称）

三井IC
み い

（
起
）
輪
島
市
杉
平
町

わ

じ
ま

す
ぎ
ひ
ら
ま
ち

（仮称）州衛高架橋施工状況
す え
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○ 高規格幹線道路「能越自動車道」の一部を構成し、災害時の緊急輸送路と速達性の確保、

高速ネットワーク形成による第３次救急医療機関へのアクセス性の向上を目的とした、

輪島市杉平町～同市三井町洲衛間の１１．５ｋｍの道路。

【輪島道路（Ⅰ期）】

○ ２０２２年夏迄の開通に向け、改良工、（仮称）のと里山空港ＩＣ橋上部工を推進すると共に、

（仮称）州衛高架橋上部工に着手。

【輪島道路（Ⅱ期）】

○用地買収及び改良工を推進すると共に（仮称）鷹ノ巣山トンネル工を推進。

の う え つ

わ じ ま み い まち す え

さと やま

す え

すぎ ひら まち

た か の す や ま

わ じ ま

わ じ ま

国道４７０号輪島道路（Ⅰ、Ⅱ期）



○クルーズ船やバラ積み船などが利用しているが、供用から４０年が経過し、更新時期を迎えている。
○老朽化対策と合わせ、耐震機能の付加や近年増加するクルーズ船への対応を図る。
○令和元年度は、岸壁工事を推進します。

無量寺岸壁（水深7.5m）

事業箇所

約
2

0
c
m

水中部（鋼矢板）の開孔

上部（縁部）の欠損

鉄筋の露出

老朽化の進行

クルーズ船の受入環境の改善
無量寺岸壁と戸水岸壁の両岸壁にて、クルーズ船の２隻同時受入が可能。

戸水岸壁

コスタ・ビクトリア（コスタクルーズ社）
全長：252.91m、総トン数：75,166トン、
喫水：8.0m、定員：1,928名

無量寺岸壁

クルーズ船

災害時における海上輸送機能の確保

大規模地震の発生時には、岸壁の損傷や背後の液状化などの被害を抑え、発生直後から緊急
物資や支援部隊の輸送拠点として機能を確保。

緊急物資や支援部隊を海上から輸送

東日本大震災時の仙台塩釜港 仙台港区

耐震強化岸壁

通常の岸壁

岸壁が前面に移動

液状化により沈下

・耐震強化岸壁
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金沢港（南地区）岸壁改良



防波堤（西）航路
（水深13m）
［整備中］

国際物流ターミナル

岸壁（水深13m）

泊地
（水深13m）

金沢港（大野地区）国際物流ターミナル整備事業

大浜ふ頭（国際物流ターミナル）
施設規模：水深13m×１バース

（H20.11.2水深12mで暫定供用）
産業機械等を製作する工場
（港湾整備と連携し平成19年より稼働）

○ターミナル背後には、港湾を活用する産業機械等の工場が複数立地。
○ターミナル整備により、船舶の大型化による効率的な輸送が可能となり、産業の国際競争力強化及び
地域活性化につながる。

○平成２０年１１月に暫定水深１２ｍで供用を開始しており、航路の計画水深１３ｍ確保に向け整備を
推進します。

出荷製品 積込状況
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石川県内の主要事業（営繕）

＜ 輪島税務署 増築事業 ＞

■計画概要■
建 設 地 石川県輪島市河井町15部90-16
増築庁舎 延べ床面積 310㎡（鉄骨造 地上2階建）
既存庁舎 延べ床面積 684㎡（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 地上2階建）
工 期 平成31年4月1日～令和2年1月末（予定）

■重点整備項目■
狭隘による行政サービス支障の解消

輪島市役所

輪島税務署

【輪島税務署（既存庁舎）外観】

石川県警察学校

（財務省支出委任事業）

Ｎ

Ｎ

＜ 石川県警察学校体育館 屋根・外壁改修事業 ＞

（警察庁支出委任事業）

■計画概要■
建 設 地 石川県金沢市小立野1-262
規模構造 体育館 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 2階建

延べ床面積 1,448㎡
入札予定 令和元年 第３四半期

■重点整備項目■
経年劣化が著しい屋根・外壁改修を実施

【位置図】 【位置図】

【石川県警察学校体育館外観】

金沢駅
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